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この『取扱説明書』は、必要な時いつでもお読みになれるように、保管場所を決めて大切に

保管してください。また、この『取扱説明書』を紛失された場合は、販売店又は当社営業担当者

又はお客様相談センターまでご連絡頂き、内容をご確認の上、ご請求ください。

この製品を譲渡される場合は、次の所有者にこの『取扱説明書』を必ず添付して譲渡してください。
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※樹脂部品には、容易に資源分別を行えるように材質表示が施されています。
　資源のリサイクルにお役立てください。

部品名機種 材質

棚エンド：ポリアミド6(ナイロン)＞PA6＜　棚フレーム：スチール棚板

ABS樹脂＞ABS＜コードホール

スチール配線トレー

ポリアミド6(ナイロン)＞PA6＜キャスター

共通

Paragraph・
Paragraph
AC

Paragraph
AC

Paragraph

Paragraph
TL

脚支柱：スチール　脚：アルミダイキャスト＞ADC＜

支柱キャップ：ABS樹脂＞ABS＜
脚部

脚支柱：スチール　脚：アルミダイキャスト＞ADC＜

支柱キャップ：ABS樹脂＞ABS＜
脚部

幕板本体：ABS樹脂＞ABS＜　エンドキャップ：ABS樹脂＞ABS＜

ヒンジ、ステー：ポリアセタール＞POM＜
幕板

フレーム：スチール　フレームカバー：ポリプロピレン＞PP＜

レバー：ABS樹脂＞ABS＜
本体

表面：メラミン化粧板　芯材：パーティクルボード

エッジ：ABS樹脂＞ABS＜
天板

本体：ポリアミド6(ナイロン)＞PA6＜

アジャスター：ポリアセタール＞POM＜　
キャスター

本体：ポリアミド6(ナイロン)＞PA6＜　ポリウレタン>PU<

アジャスター：ポリアセタール＞POM＜　
キャスター
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絶対にしてはならない「禁止」事項です。
けがや器具破損の原因となります。

必ず守っていただく「強制」事項です。
けがや器具破損の原因となります。

天板の上に乗ったり、座ったりしないでください。・

『JOIFA標準使用期間』は、製造年起算とさせていただきます。
製品に表示された製造年をご確認ください。
※

天板の開閉操作はゆっくり行ってください。・

床の段差を乗り越えるときは、ゆっくり行ってください。・

移動させるときは、貼付の移動方向ラベルに従ってください。・

天板の開閉操作後は、必ず天板がロックされていることを確認してください。・

テーブル使用中は、キャスターをロックしてください。・

ご使用中に大きなガタツキが生じたときは、販売店又は当社営業担当までご連絡
ください。
・

テーブルの用途以外には使用しないでください。・

天板をたたんだ状態で、本体を前後方向に移動させないでください。・

棚板を持って本体を移動させないでください。・

傾斜した場所や不安定な場所で使用しないでください。・

キャスターをロックした状態で、本体を移動させないでください。・

テーブルに物を載せたまま運ばないでください。・

天板を開閉するときは、可動部に手やものを入れないでください。・

製品の分解、改造はしないでください。・

複数台をまとめて移動させないでください。・

製品に貼ってあるラベルは、絶対にはがさないでください。ラベルが紛失したり
はがれたときは、当社から取り寄せ、正しい位置に貼ってください。
・

テーブル使用中や、天板をたたんだ状態での移動中は、レバーを操作しないで
ください。
・【 JOIFA標準使用期間について 】

修理が必要な故障の場合は、販売店又は当社営業担当までご連絡ください。
決して分解や改造をしないでください。
・

この製品を廃棄する場合は、専門業者にご依頼ください。・

【 故障の場合 】

【 廃棄する場合 】

お客様相談センター

フリーダイヤル　0120-077-266

【 製品に関するお問い合わせ先 】

廃棄時の取引先へ：
この製品は「JOIFA307」株式会社 内田洋行が製作したものです。

JOIFA標準使用期間：可動部のある机・テーブル　8年

安全上のご注意

一般社団法人日本オフィス家具協会(JOIFA)では、改正消費生活用製品安全法
の趣旨を鑑み、自主的に『JOIFA標準使用期間』を設定いたしました。
『JOIFA標準使用期間』とは、製品種別に一定の使用条件にて使用した場合、
安全上支障なくご使用できる期間を示すものです。
製品の保証期間とは異なるもので、無償修理をお約束する期間を示すもの
ではありません。
『JOIFA標準使用期間』は設計上安全に使用できる可能性が高い期間で、
これを過ぎると経年劣化による故障が予想されますので、有償による点検・
整備・部品交換などにより暫く使用を継続いただくか、お買い換えをお勧め
致します。
なお、使用開始後1～3年につきましては別途保証書に示す条件にて無償
保証させて頂きます。

ご使用前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
ここに示した注意事項は、製品を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害
や損害を未然に防止する為のものです。



天板
コードホール

脚

レバー

支柱キャップ

幕板脚支柱

脚
脚支柱

フレーム

配線トレー

棚板

フレームカバー

※図はParagraph コードホール・幕板・棚板付です。

※図はParagraph TL 幕板・棚板付です。

平行スタックテーブル Paragraph, Paragraph AC

サイドスタックテーブル Paragraph TL

キャスター
(ストッパー無)

キャスター
(ストッパー付)

キャスター
(ストッパー付)

キャスター
(ストッパー無)

コードホール

コードホール
カバーS

コードホール
カバーL

コードクリップ
コードホール
フラップ

水にぬれたときは、乾いた柔らかい布で拭き取ってください。・

著しく汚れたときには、柔らかい布を薄めた中性洗剤液に浸し、よく絞って
から汚れを拭き取ってください。その後、乾いた柔らかい布で濡れた箇所を
よく拭き取ってください。

・

ベンジン、シンナー、アルコール類及び化学ぞうきんは使用しないでください。
表面の仕上げを傷める恐れがあります。
・

製品各部の名称

【 お手入れについて 】

【 コードホールの使用方法(Paragraph)】

【 テーブルの移動方法 】
移動させるときは、天板が確実にロックされていることを確認してから、
キャスターのロックを解除し、下図の方向に動かしてください。

下図のように移動させると、転倒の恐れがあります。

テーブルに物を載せたまま運
ばないでください。
・

棚板を持って、本体を移動さ
せないでください。
・

移動するときは、必ず天板が
ロックされていることを確認
してください。

・
注意

片付けるとき、やむをえず
前後方向に移動させる場合
は、天板の両端を持って、
ゆっくり押して動かして
ください。

注意

コードホールカバーSまたは、
コードホールカバーLは取り
外すことができます。

コードクリップにはLANケーブル
などを通すことができます。
コードホールフラップは、開閉
することができます。

コードクリップにコード類を通す
ことで落下防止となり、容易に
引っ張り出して使用することが
できます。
コードホールフラップを開いた
状態にすることで、コード類を
通したままカバーをすることが
できます。



平行スタックテーブル Paragraph, Paragraph AC

サイドスタックテーブル Paragraph TL

上から見た図 横から見た図

横から見た図上から見た図

天板奥行D450mmの例

天板奥行D600mmの例
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製品は必ず屋内で使用し、屋外では使用しないでください。・

直射日光の当たる場所で使用しないでください。-

以下の事項は、変色や変形の原因になります。・

製品は水のかかる場所や、湿度の高いところで使用しないでください。-
ストーブ、エアコンなどの熱や風が直接あたる場所で使用しないでください。-

重いものを天板に落下させないでください。破損や変形の原因になります。・

購入当初は、化学物質の発散が多いことがあります。しばらくの間は、換気や通風を

十分行って使用してください。

なお室内が著しく高温多湿となる場合(温度28℃以上、相対湿度50%以上が目安)

は窓を閉め切らないようにするか、強制的に換気をしてください。

下記の事項を守らなかった場合には、不具合が生じる場合があります。

ご使用上のご注意

適切な換気の励行に関するお願い
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【 テーブルの収納方法 】

片付けるときは、テーブルの中心が一直線にそろうように、平行にスタックして
ください。

片付けるときは、ずらしながらスタックしてください。奥行450mm(D450)の
天板は6台目で、奥行600mm(D600)の天板は8台目で、元に戻すことができます。

異なるサイズのテーブルをスタックしないでください。・
スタックするとき、脚と脚が当らないように注意して、平行に
移動させてください。
・注意



ロックレバーを
上げるとロックが
解除されます。

ロックレバーを
上げるとロックが
解除されます。

ロックレバーを
下げると車輪が
固定されます。

ロックレバーを下げると
車輪が持ちあがって固定
されます。

アジャスターを時計回りにまわすと本体が上がり、
反時計回りにまわすと本体が下がります。

アジャスターを時計回りにまわすと本体が上がり、
反時計回りにまわすと本体が下がります。

上がる

上がる

下がる

下がる

ロックレバー

アジャスター

アジャスター

車輪

ロックレバー車輪

にぎる

たたむ

開く

※カチッと音がするまで

※カチッと音がするまで

にぎる

レバー

レバー

サイドスタックテーブル Paragraph TL

平行スタックテーブル Paragraph, Paragraph AC

ご使用方法について 【 キャスターの使用方法 】

【 天板の開閉方法 】

●固定するとき

●高さを調整するとき

●高さを調整するとき

●動かすとき

●固定するとき ●動かすとき

●天板をたたむとき

●天板を水平にするとき

片手で天板を支えながら、もう片方の手でレバーをにぎり、天板を上に回転させます。

片手で天板を支えながら、もう片方の手でレバーをにぎり、天板を下に回転させます。

天板を開閉するときは、右の
図の網掛け部分　　　　　に
触れたり、網掛け部分の間の
空間に手やものを入れないで
ください。
けがや破損の原因になります。

注意

幕板

たたむ

開く

解除

レバー

天板

使用中は、キャスターを固定してください。・
キャスターを固定した状態で、本体を移動させないでください。・
移動やスタックするときは、アジャスターを完全に下げた状態にして
ください。アジャスターを上げた状態でスタックすると、脚どうしが
ぶつかって、脚に傷がついたり、破損するおそれがあります。

・注意


